
◉古文に可能動詞はない

◉古語でザ行に活用する上二段動詞はない。

　「ジ・ズ」などと発音されるものは、全てダ

　行の動詞である。

◉上一段活用は「ひいきにみゐる」で覚える。

　大抵原型で「る」がついたら上一段活用であ

　る可能性が高い。

◉下一段活用は「蹴る」の一語のみである。

◉カ変「来」には語幹と語尾の区別がない

◉本来のサ変には「す」と「おわす」の二語の

　みしかないが、「す」は他の語と結びつき多

　くの複合語をつくる。

◉ナ行に活用する四段動詞はなく、ナ行は全て

　変格活用である。

◉「いまそかり」は（いますがり、いまそがり、

　いまそがり）と表されることもある。

◉「あり」は他の語と結びついて多くの複合語

　を作る。

◉形容詞の活用表の右側を本活用、左側を補助

　活用と呼ぶ

◉語尾が濁って「じ」になることもある。

◉語頭に「いと（とても）」をつけても意味の

　通じるものが形容動詞。



動詞の分類
①変格活用 or 下一段活用「蹴る」or 上一段活用「ひいきにみゐる」ではないかを識別する。

↓

②未然形で識別

　「aず」･･･四段活用

　「iず」･･･上二段活用

　「eず」･･･下二段活用

形容詞の分類
◉未然形にしたとき、語頭に「し」がつくかないかで分類

形容動詞の分類
◉終止形にした時「なり」か「たり」かを分類。

音便
・「イ音便」→「い」に変化

・「ウ音便」→「う」に変化

・「撥音便」→「ん」に変化

・「促音便」→「っ」に変化


